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1. 研究の背景  

 離岸流に関する研究は，数多く存在するが発生予測

に関しては，現象の複雑さから発生予測手法が確立し

ているとは言い難い状況にある．石川県では，離岸流

によるものと考えられる水難事故が多発しており，金

沢海上保安部の担当区域内において平成 22 年から 25

年までの 4 年間で 68 件の人身事故が発生し，内 34 件

がマリンレジャーに伴う事故であった 1)．事故の原因

として離岸流が直接的原因となったものもあれば間接

的な原因となったものあり，水難事故の主な原因の 1

つが離岸流であると言える．石川県中央部に位置し，

金沢港に隣接する内灘海岸では，海浜を安全に利用し

てもらうために将来的な離岸流の発生予測が必要であ

る． 

2. 従来の研究および本研究の目的 

 離岸流に関する従来の研究は，ⅰ)理論モデルの構築

や数値計算によるものとⅱ)現地観測とデータ分析を

中心とするものに大別される．以下にそれらの研究例

を示す. 

日野ら 2)は，離岸流の発生およびそれに伴う海岸地

形の形成について，流体力学的安定理論による解析を

行っている.  

 吉井ら 3)は，ラージカスプによる地形性離岸流につ

いて不安定解析を用いて検討し，その結果，ラージカ

スプの波長に最も影響を与えるのは，砕波帯幅であり，

その他のパラメータは，カスプの発達速度に影響を与

えること明らかにした．また，数値計算を用いて，モ

デル海浜上で様々な波浪・潮位条件下での離岸流の流

況変化および消長を検討している． 

カスプ地形上で発生する離岸流の特性について出口

ら 4)は，現地観測により得たデータを解析し，数値計

算によって離岸流を再現，入射波特性とカスプ波長の

関係について調査を行った．その結果，最大離岸流速

は，カスプの振幅・波長比，入射波長・カスプ波長比，

砕波帯相似パラメータに依存すること，砕波位置とカ

スプ地形の関係を明らかにした．  

一方，西ら 5)は，水難事故予防に役立つ予報システ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ム構築の端緒として，離岸流域探査法，流速分布，海

底地形との関連性等について調査を行っている．  

また山川ら 7)は，X バンドレーダーを用いた離岸流

計測を試みている．  

以上の研究では，モデルの構築や現地観測において

地形条件として汀線に関する記述は多いが，海底地形

の形状と関連付けて離岸流の発生を研究している例は

少ない.そこで本研究では，次節で述べるように，内灘

海岸において多角的な現地観測を行い，離岸流の発生

条件について考究する．  

3. 研究手法 

 調査範囲は，図-1に示す防砂堤から 1km の範囲で

あり，内灘海水浴場は，図-1の①，②付近に位置して

いる．調査方法として，(1)マルチコプターを用いて上

空からの撮影により砕波帯における波峰線の変化を捉

える．(2)シーマーカーを流して流況を可視化し，離岸

流速を測定する．(3)ADCP を用いて海底地形を計測す

る． (4)X バンドレーダーを用いて波峰線の変化を捉

えて離岸流の発生位置の特定を試みる．

(5)NOWPHAS データ 6)を用いて海象・気象条件の整

理を行う．なお，現地に設置した気象計のデータも合

わせて整理する．この(1)の砕波時における波峰線の不

連続エリアと(3)による水深データを用いてリップチ

ャネルの存在の有無を識別する．また，観測データの

整理後，荒天時前後を中心にリップチャネルの位置・

規模および離岸流の発生位置・離岸流速・規模を確認

していく．このように海底地形，気象・海象条件の 3

点を関連付けた解析により離岸流の発生条件を明らか

にする． 

図-1 調査範囲および観測機器配置



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 解析結果および考察 

 マルチコプターより撮影された動画から静止画を作

成し，離岸流の流況を確認した．図-2 は，2015 年 10

月 5 日の午前に撮影された動画から作成した静止画で

あり，図-3が荒天時に撮影されたものである．図-2

中の黄色の点線で囲まれた部分がリップチャネルであ

る．離岸流は，リップチャネルに沿って流れており，

離岸流は，海底地形の影響を強く受けていることが分

かる．  

 図-4は，X バンドレーダーより取得した海面のエコ

ー画像であり，図-5が荒天時におけるエコー画像であ

る．図-4中の赤色の点線に囲まれた部分に砕波せず波

抜けしている部分があることが分かる．一方，図-5で

は，波高が高いため砕波帯が伸びていることが分かる．

また，離岸流と思われる筋上の流れパターンを捉えて

おり，チャネルの位置，離岸流の規模と合わせて静止

画像との比較，検討を行った．詳細な解析結果は，発

表日当日に説明を行う． 

5. まとめ 

 本研究は，気象・海象条件だけではなく海底地形の

変動も考慮して離岸流を解析することで，将来的な離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岸流の発生予測を目指すものである．波高が高く海が

荒れた日の前後で海底地形を比べることで離岸流に対

する影響，および発生機構の解明が期待される． 
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図-2 離岸流の可視

化 

図-3 荒天時の様子 図-5 荒天時のエコー画像 図-5 荒天時のエコー画像 

図-4 Xバンドレーダのエコー画像 
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